
●実行委員長　小野里利夫さん（坂花町）

継続的な防災訓練を！

●境町区長会会長　遠藤光一さん（下仲町）

町全体で実践的な訓練を！

車椅子での避難経路が
確認でき良い訓練に！

　一昨年の豪雨災害を受け
て、住民の大切な命、貴重
な財産をどうしたら守れる
のかという防災意識が高
まってきたように感じます。
　昨年は利根川沿線の８行
政区で防災訓練を行いまし

たが、今年は区長会が主体となって町全体の
命の尊さ、町をどうしたら守れるのかという
ことを念頭に、今回の防災訓練にたどり着き
ました。区長会としては、これで終わりでは
なく、次の長田地区へ移行して防災訓練を存
続し、最終的には町全体で防災訓練を実施し
ていけたらと思います。

　一昨年の関東・東北豪雨
で、境地区は甚大な被害を
受けました。今年も各地で
ゲリラ豪雨による水害被害
が報道されるなど、境町で
もまたいつ一昨年同様の災
害が発生するか分かりませ

ん。そういった災害に備えて、普段から今日
のような実践的な訓練を重ねることが何より
大切だと感じていますので、この取り組みを
町全体に発展させていきたいです。

●大島鈴子さん（住吉町2区）

　災害時の車椅子での避難
経路を確かめることができ
て、良かったです。また、
境小でも様々な体験や展示
が行われ、今日は良い訓練
になったと思います。

●酒井基子さん（住吉町2区）

　車椅子の方の避難補助を体験してみて、ボ
ランティアの良い練習になりました。

●酒井直竹くん（住吉町2区）

　煙体験が一番楽しかったです。
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利根川決壊に向けた住民主体の　　　　　　　　　　　
防災訓練を実施

01

10
月
１
日
（
日
）、
境
町
役
場
及
び
境
小
学
校
に

お
い
て
、
境
地
区
の
行
政
区
を
対
象
と
し
た
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
６
０
０
名
を
超
え
る
住
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
一
昨
年
の
関
東
・

東
北
豪
雨
災
害
時
に
被
害
が
最
も
集
中
し
た
境
地

区
の
自
主
防
災
組
織
が
主
体
と
な
り
、
一
昨
年
よ

り
も
被
害
が
拡
大
し
、
利
根
川
が
決
壊
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
当
日
は
、
役
場
４
階
会
議
室
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
対
策
本
部
か
ら
の
避
難
勧
告
の

発
令
を
受
け
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
行
動
を

開
始
。
車
椅
子
の
方
な
ど
地
域
の
要
援
護
者
の
避

難
援
助
等
も
行
わ
れ
、
実
践
的
な
避
難
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
町
と
立
教
大
学
が
共
同
で
進
め
て
い

る
防
災
ア
プ
リ
（
ク
レ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
※
次
ペ
ー

ジ
で
紹
介
）」
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
新
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
や
、
弾

道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
作
動

し
た
場
合
を
想
定
し
た
対
応
行
動
に
つ
い
て
も
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
避
難
場
所
の
境
小
学
校
の
校
庭
で
は
、
火
災
時

の
煙
の
怖
さ
を
体
験
で
き
る
煙
体
験
ハ
ウ
ス
や
水

消
火
器
体
験
、
は
し
ご
車
体
験
の
ほ
か
、
自
衛
隊

の
協
力
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
、
様
々
な
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
境
町
全
体
に
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
広

が
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

実
践
的
な
避
難
訓
練
に

６
０
０
名
以
上
が
参
加

一昨年の関東・東北豪雨災害を教訓に、特に被害が集中した境地区の自主防災組織が主体とな
り、境地区全体での防災訓練が実施されました。600 名以上が参加し、実践的な内容で行わ
れた様々な訓練の様子を紹介します。

▲災害対策本部の開設訓練

▲多くの住民の皆さんが訓練に参加

▲リヤカーを使用して避難を
行った旭町行政区の皆さん

▲車椅子での避難
経路も確認

▲弾道ミサイルが落下する可能性のある場合の行動のための国民保護訓練を実施

▲水消火器体験▲ドローンの操縦体験 ▲炊き出し訓練でカレーを試食

▲県の防災ヘリも
境小上空を旋回

▲救急救命訓練

▲自衛隊も炊き出しや救助関連装備を展示

▲ タブレットから避難勧告を発令す
る橋本町長。使われているのは、町
と立教大学が共同で進めている防災
アプリ。開発に携わっている立教大
学大学院 21 世紀社会デザイン研究
科の長坂俊成教授（写真左）と国立
研究開発法人防災科学技術研究所の
増田和順さん（写真右）

境地区600名
以上が参加 !!

▲煙体験ハウスで火災時の煙の怖さを体験

◀ ▼給水タンクの説明

災害対策本部

避難開始

▲避難完了を宣言する小野里実行委員長

避難完了

避
難
訓
練
〜
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
よ
る
検
証
〜

国民保護訓練
～弾道ミサイルの発射を想定した訓練の実施～

展示体験訓練

台
風
に
伴
う
大
雨
洪
水
警
報
発
令

8:00

「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」発
令

8:25

第
１
回
災
害
対
策
本
部
会
議

8:30境
地
区
全
域
に
「
避
難
勧
告
」
発
令

9:00

避難訓練完了後も
様々な訓練を実施！




